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Ⅰ は じ め に

15世紀後半以降，オスマン朝が中央集権的国家として発展していくなかで，

オスマン支配を支えたのがティマール制であった。ティマール制とは，在郷騎

兵に都市や農村からの徴税権を授与し，その代償として軍事義務を課した制度

であり，徴税権の額により少ない順からティマール（tīmār, �万アクチェ未満），

ゼアーメト（zeʻāmet, �万アクチェ以上〜10万アクチェ未満），ハス（h
̆

ās
･

, 10万アク

チェ以上）と分類された。ティマール，ゼアーメト，ハスの総称がディルリク
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（dirlik）であるが，ディルリクは「ティマール」と呼ばれることも多く⑴，そ

のため制度自体についてもティマール制という名称が定着している⑵。在郷騎

兵は，軍役の際，上官であるアライ・ベイ（mīr-i alay, alay begi）のもとに集ま

り，県単位の軍事・行政責任者である県知事（mīr-i livā, sancak
･

begi），更には

州単位の軍事・行政責任者である州総督（mīr-i mīrān, beglerbegi）の指揮下に

出征することになっていた。このように軍事制度に地方行政および税制度が結

びついたティマール制が施行された地域はオスマン朝の中核地域とされ，オス

マン朝が征服地にどのようにティマール制を導入したのかを明らかにすること

がオスマン支配を解く鍵とされた。イナルジクは，バルカンにおけるティマー

ル制を取り上げ，征服地の実状にあわせてティマール制を導入するというオス

マン支配のモデルケースを提唱した⑶。

ティマール制が征服地の実状にあわせて導入されるものであるなら，ティ

マール制の形態も一様でないことは容易に想像できる。事実，征服地の政治・

社会状況を反映した特殊なティマール制が存在したことが知られている⑷。筆

者は，以前，アナトリア南東部のクルド系諸県におけるティマール制について

論じたが⑸，その内容は次のようにまとめられる。アナトリア南東部では，旧

支配層であるクルド系アミール（部族連合の長）の一族が，オスマン朝下でも

代々県知事職を世襲し，引き続き支配層として留まった⑹。従来，クルド系ア
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⑴ これは「ティマール」がディルリクの同義語で史料に記載されたこと，さらに

ディルリク保有の多くがティマールであったことに由来する（Howard 1987 :
8-9）。

⑵ ティマール制という名称およびティマール制の研究史については，三沢 2006。

ティマール制は，林 2008 : 70-75 で明快に説明されている。
⑶ İnalcık 1953 ; İnalcık 1954.
⑷ Barkan 1979 : 295-296.
⑸ 齋藤 2010. アナトリア南東部の旧ドゥルカドゥル君侯国領で施行された特殊な
ティマール制「マーリキャーネ・デーヴァーニー制」については，三沢 2009。

⑹ オスマン朝征服以前より，アナトリア南東部ではクルド系アミールを頂点に部

族および部族連合による支配体制が存在していた。クルド系アミールとその一族

については，クルド史『シャラフナーメ』でその系譜が詳しく述べられている。

本稿に関連するクルド系アミールは，ハッキャーリ（H
･

akkārī），マフムーディー
（Mah

･

mūdī），シルヴィー（Şīrvī），ハゾ（H
･

āzo），ヒザン（H
̆

īzān），ドゥンブ
リー（Dunbulī）の各アミールである。



ミールが管轄するクルド系諸県は，ティマール制が実施された「リヴァー

（livā）型」とティマール制が実施されなかった「ヒュキューメト（h
･

ükūmet）

型」の�つに分類されると考えられていた⑺。しかしながら，ティマール制を

軸に整理した場合，クルド系諸県はティマール制施行県，ティマール制不施行

県，特殊なティマール制施行県の�つに分類され，特殊なティマール制施行県

では租税調査が行われず，クルド系県知事とその関係者のみにディルリクが世

襲的に分配されていたことが明らかになった。この特殊なティマール制は，オ

スマン朝のアジア側の辺境であるアナトリア南東部のみならず，ヨーロッパ側

の辺境地域にも導入されたため，辺境におけるティマール政策の一端と理解で

きる。そこで本稿では，辺境地域におけるオスマン朝のティマール政策をさら

に詳細に検討するべく，特殊でない通常のティマール制が施行されたクルド系

諸県を取り上げる。具体的には，重要なクルド系諸県の一つであり，他の県に

比べて史料の豊富なビトリス（Bitlīs）県を例に，同県におけるティマール制の

導入について考察する。

Ⅱ ビトリスをめぐる政治状況

ビトリスは現在のトルコ共和国，アナトリア南東部のヴァン湖西端より西南

方の山中に位置し，標高1400メートル程の高地にある。気候は，夏は暑く乾燥

するが，冬の寒さは厳しく，11月頃から�月頃まで雪が降り続く。ビトリスは

山間の谷につくられた町であり，古来よりアルメニア高原とティグリス川上流

域を結ぶ主要な幹線道路上の要衝として利用されていた。人の往来が盛んとい

うこともあって，16世紀半ばには戸数約1500というアナトリア南東部でも五指

に入る規模を誇った⑻。ビトリスはアナトリアとイランを結ぶ街道沿いにあり，
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⑺ クルド系諸県について，正式には，リヴァー型は livā-i Şīrvī, ヒュキューメト型
はh

･

ükūmet-i Bitlīsという形で史料に記されるが，両者に対する共通の呼称として
は，Şīrvī sancaġı, Bitlīs sancaġıのように，サンジャク（sancak

･

）という語が使

われた。

⑻ 租税台帳によると，ビトリスは，アーミド，マルディン，ハサンケイフ，スィ

イルトに次ぐ担税者人口を有していた（TT. d 64 ; TT. d 200 ; TT. d 213 ; TT. d



ヴァンを経由してイスタンブルやアレッポに向かう時は，ヴァン湖の北岸から

ビトリスを通る必要があった。この通商および軍事上の要衝であるビトリスを，

14世紀半ば以降支配したのがクルド系アミールと彼が統率するロゼキー

（Rozekī）と呼ばれる部族連合であった⑼。アミールの出自は部族連合外から

で，一族で代々アミール位を世襲した。アミールを頂点とした支配体制はビト

リス以外のクルド系アミールの領地でも見られ，この伝統的支配体制を維持す

るために，アミールたちは互いに姻戚関係を結ぶなどして連携を取っていた。

16世紀のビトリスの政治状況は次のようである。ビトリス・アミール，シェ

レフ・ベイ Şeref Beg⑽は，オスマン朝によるディヤルバクル征服の際にオスマ

ン朝に臣従したが，スレイマン一世の治世にオスマン朝に叛意を示し，サファ

ヴィー朝に臣従した。そして，スレイマン一世による第一回イラン遠征が開始

されて間もなくオスマン朝との戦闘で死亡した。シェレフ・ベイの息子である

シェムセッティン・ベイ Şemseddīn Beg は，オスマン朝に臣従を表明し，ビト

リスを安堵されたが，任地替えを命じられたのをきっかけに，1535年にサファ

ヴィー朝に亡命した。その後ビトリスの支配はビトリス・アミールが統率した

ロゼキー部族連合の有力者イブラヒム・ベイ İbrāhīm Beg に授与された⑾。し

かし，ビトリスの部族に加え，ヴァン州総督の支持も得られなかったイビラヒ

ム・ベイの支配は長くは続かず，その後はムラト三世の治世にシェムセッティ

ン・ベイの息子であるシェレフ・ハーン Şeref H
̆

ān がビトリスに帰還するまで，

オスマン朝の官人がビトリス県知事に任命された。つまり，アミール不在のビ

トリスはオスマン朝の一般の県と変わるところはなかった。そして，アミール

が亡命した直後に，ビトリス県では租税調査が行われ，1538年頃におそらく最

初の租税台帳が作成された。このようにアミール亡命後は，ビトリスも着実に
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297 ; TT. d 413 ; TT. d 998 ; TT. d 1096 ; TTD 155 ; TTD 164 ; TTD 188 ; TTD
198）。

⑼ ビトリス・アミールの一族の歴史については，セヴゲンがクルド史『シャラフ

ナーメ』とエヴリヤ・チェレビの旅行記をもとに再構成した（Sevgen 1982 :
197-234）。部族の内部構造およびアミールと部族の関係については，Bruinessen
1992 : 162-170 ; 齋藤 2000 : 73-78.
⑽ シェレフ・ベイの生涯については，羽田 1998。

⑾ Šaraf : 442-443.



オスマン朝の支配が及ぶ地域へと変わっていったことがうかがえる。

1577年のシルヴァン遠征を前に，オスマン朝は，ヴァン州総督にハッキャー

リとマフムーディーの両県知事（いずれもクルド系アミール）を介して，当時サ

ファヴィー朝のナフチヴァン知事であったシェレフ・ハーンと交渉を開始し，

オスマン朝への臣従を勧めた⑿。このシェレフ・ハーンとはサファヴィー朝に

亡命したビトリス・アミール，シェムセッティン・ベイの息子であり，クルド

史『シャラフナーメ』の著者である。オスマン朝がシェレフ・ハーンにビトリ

スへの帰還を勧めた大きな理由は，シルヴァン遠征に向けて背後を固めるとい

う戦略的必要性によるものであろう。当時オスマン朝はクルド系アミールを利

用してヴァン地方とアゼルバイジャン地方の間に位置するホイ，セルマス，マ

クー，オヴァジュク，ウルミエなどの征服活動を進めていたが，ナフチヴァン

もまた征服の対象となる重要拠点の�つであった。そして，中央での勢力争い

に巻き込まれ，ナフチヴァンに左遷されていたシェレフ・ハーンの立場も微妙

なものであった⒀。以上の経過から，オスマン朝とシェレフ・ハーンの利害が

一致し，1578年，シェレフ・ハーンのビトリス帰還が実現した⒁。

アミール帰還後にビトリス県はヒュキューメト型の県となった。本来ヒュキ

ューメト型の県ではティマール制は導入されないという原則があったが，ビト

リス県ではアミール不在時に導入されたティマール制がアミール帰還後もその

まま継続するという特殊な状況が続いた。

Ⅲ 租税台帳に見るビトリス県の行政範囲

本論に入る前に，本稿で利用する租税台帳およびビトリス県の行政範囲につ

いて整理しておこう。一般に県の行政区域は時代により変化することが多く，
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⑿ A. {DVNS. MHM. d 32 : no. 659 ; Šaraf : 454.
⒀ Šaraf : 453-454 ; Nus

･

ret-nāme : 128a-130b. 『ヌスレトナーメ』によると，サフ
ァヴィー朝のムハンマド・フダーバンデは，シェレフ・ハーンの父の部族がクル

ドであり，その昔オスマン朝からやって来たために，シェレフ・ハーンがオスマ

ン朝に臣従するのではないかと疑っていたという。

⒁ Šaraf : 454-455.



ビトリス県も例外ではなかった。ここでは租税台帳を参考にしつつ，時代別に

ビトリス県に属する郷（nāh
･

iye）を整理した上で，本稿で対象とする郷の範囲

を示す。

租税台帳は大きく明細帳と簡易帳の�つに分けられる。明細帳は担税者と担

税能力の特定のために作成されたことから，都市や農村の担税者（ムスリム・

非ムスリム別）と税目および税額が記録された。ワクフに指定もしくは税が免

除された農村やメズラア（mezraʻa, 耕作地）の情報も記載された。他方，簡易

帳はディルリクを誰にどのように決定したのかを把握するために作成されたこ

とから，ディルリク保有者とその収入源となる都市や農村の税目および税額が

記された。簡易帳は徴税権の分配，つまりディルリクに関わる帳簿であるため，

税収の全てがワクフに指定もしくは税が免除された農村やメズラアの情報は記

載されなかった。地方においては，ハスを保有したのは州総督と県知事だけで

あり，ゼアーメト保有者も基本的に州や県の高官たちであった。これらの高額

のディルリク保有者については，簡易帳にその名前とともに官職名が記された。

しかし，ディルリク保有者の大部分を占めたティマール保有者と官職を持たな

いゼアーメト保有者については，その名前だけが記された。このように簡易帳

には少額のディルリクであるティマール保有者と一部のゼアーメト保有者の素

性が記載されないという欠点がある。

本稿で利用した主な租税台帳は以下の通りである。

① TT. d 189 : 1538年頃作成の簡易帳。首相府オスマン文書館所蔵。

TT. d 189の作成年について，首相府オスマン文書館のカタログには

ヒジュラ暦944年とあるが⒂，史料中にヒジュラ暦945年（西暦1538年）付

のムカーター契約の記録があることから⒃，1538年頃の作成と考えられ

る。

② TT. d 208 : 1540年作成の簡易帳。首相府オスマン文書館所蔵。

― 6 ―

383

⒂ Başbakanlık Osmanlı Arşivi Rehberi : 106.
⒃ TT. d 189 : 8.



③ TT. d 413 : 1540〜1554年頃作成の明細帳。首相府オスマン文書館所

蔵。

TT. d 413の作成年について，首相府オスマン文書館のカタログには

スレイマン一世期（1520-1566）とだけ記載されている⒄。TT. d 413の転

写を試みたアルトゥナイは，TT. d 208が TT. d 413をもとに作成され

た簡易帳であるとし，それゆえ TT. d 413も1540年に作成されたと結論

づけた⒅。しかし，TT. d 208に記載のあるカルチカン（Kārçikān）県知

事のハスが，TT. d 413ではビトリス県知事のハスに変更されているた

め，�冊の租税台帳が同年に作成されたとは考えられない。TT. d 413

に記載のあるケサニー（Kesānī）族長（後のケサン（Kesān）県知事⒆），ブ

ダク・ベイ Būdāk
･

Beg が，少なくとも1554年にはケサン県知事でなく

なっているため⒇，TT. d 413は1540年から1554年の間に作成されたと

考えられる。なお地券地籍簿総局に TT. d 413とほぼ同じ内容の TTD

109が所蔵されているが，TTD 109の最初の頁にはビトリス県の法令集

が，そして最後の数頁にはアディルジェヴァズ（ʻĀdilcevāz）県の記録が

追加されている。

④ TTD 328 : 1571〜1572年頃作成の簡易帳。地券地籍簿総局所蔵。

TTD 328の作成年について，花押からセリム二世期（1566-1574）であ

ることが分かる。1571年にヴァン州の租税調査が発令された後�，1572

年に新しい帳簿に従いディルリクの更新手続きが開始されたことから ，

作成年は1571年から1572年頃と考えられる。

⑤ TTD 343 : 1590年作成の簡易帳。地券地籍簿総局所蔵。

TTD 343の作成年について，花押からムラト三世期（1574-1595）であ
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⒄ Başbakanlık Osmanlı Arşivi Rehberi : 106.
⒅ Altunay 1994 : 6.
⒆ ブダク・ベイがケサン県知事であったことは，TT. d 413には記載がないが，
1557年付の別の史料に記されている（KK. d 215 : 173）。
⒇ MAD. d 17642 : 394-395.
� A. {DVNS. MHM. d 12 : no. 157 ; A. {DVNS. MHM. d 12 : no. 158.
 DFE. RZ. d 36 : 823-863.



ることが分かる。1590年にビトリス県の租税調査が発令された後"，同

年に新しい帳簿に従いディルリクの更新手続が開始されたことから#，

作成年は1590年と考えられる。なお首相府オスマン文書館に TTD 343

と同じ内容の TT. d 730が所蔵されている$。�冊の帳簿を比較すると，

TT. d 730がアフメト一世（1603-1617）即位に関わるディルリク更新手

続の参照用に作成された TTD 343の写しであることが分かる。よって

本来は TT. d 730を租税台帳に分類することはできない。さらに，TT.

d 730はあくまでディルリク更新のための参照用であり，当時のディル

リク保有状況を正確に反映していないため，利用には注意が必要である。

しかし，長年 TT. d 730を分析しているクルチは以上の点に言及してい
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" KK. d 7506 : 151 ; A. {DVNS. MHM. ZYL. d 4: no. 203 ; A. {DVNS. MHM. ZYL.
d 4 : no. 228.

# DFE. RZ. d 156 : 337-483.
$ Başbakanlık Osmanlı Arşivi Rehberi : 135.

アフラト

アディルジェヴァズ

ヴァン湖

ケサン県

ヒザン県

カルチカン県

シルヴィー県
ハゾ県

県境

郷境
地名

0 20㎞

エ
モ
リク
郷

ボーナト郷ボーナト郷ボーナト郷ボーナト郷

スヴィ郷

ケフェンディル郷

スヴィ郷

ケフェンディル郷
タティク郷タティク郷

ケゼンチ郷

チュクル郷
フユト郷

ターブターブ
ビトリスケゼンチ郷ビトリス
コルティ
ク郷
コルティ
ク郷

ギ
ュ
ゼ
ル

デ
レ
郷

タトヴァン郷タトヴァン郷

ムシュ郷

ムシュ

オフキャン郷

ビトリス県における郷の分布



ない&。

次に，上記租税台帳に記載のあるビトリス県所属の郷を（表�）に示した'。

TT. d 189から TTD 343まで一貫してビトリス県に属したのは，ギュゼルデレ

（Güzeldere），タティク（Tātīk），ケフェンディル（Kefendir），コルティク
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& Kılıç 1989, 1998, 1999. TTD 343を分析したオズも言及していない（Öz 2003 ;
Öz 2005）。
' オズもビトリス県に属する郷の推移を示した（Öz 2003 : 156 ; Öz 2005 : 52）。

○○○○○ギュゼルデレ

TTD 343

(1590)

TTD 328

(1571-72)

TT.d 413

(1540-54)

TT.d 208

(1540)

TT.d 189

(1538)

○○○○○ケフェンディル

○○○○○タティク

××××○フヌス

○○○○○コルティク

○○○○○タトヴァン

○○○○○チュクル

○○○○○ボーナト

○○○○○スヴィ

○○○○×フユト

○○○○×エモリク

○ムシュ○○○○ムシュ

○○○○×ケゼンチ

○アディルジェヴァズ○○○○アフラト

ムシュ○ムシュ○○○○オフキャン

ムシュ

○ヴァン○○○○カルチカン

ヴァン○ヴァン○○○○ゲヴァル

アディルジェヴァズ

××××○ビリジャン

ヴァン○ヴァン○○○×ゲヴァシュ

ヴァン

××××○ハンドゥルス

××××○ブラヌク

表� ビトリス県に属する郷の変遷

○：ビトリス県の租税台帳に記載がある郷

×：ビトリス県の租税台帳に記載のない郷

ムシュ：ビトリス県の租税台帳に記載があるが，ムシュ県に属する郷

アディルジェヴァズ：ビトリス県の租税台帳に記載があるが，アディルジェヴァズ県に属する郷

ヴァン：ビトリス県の租税台帳に記載があるが，ヴァン県に属する郷



（K
･

oltīk
･

），チュクル（Çuk
･

ūr），タトヴァン（Tātvān），スヴィ（Suvī），ボーナ

ト（Boġnād）の各郷である。エモリク（Emorīk），フユト（H
̆

uyut），ケゼンチ

（Kezenç）は，TT. d 208以降，ビトリス県に属する郷として現れる。当初ビト

リス県に属したムシュ（Mūş）郷とオフキャン（Oh
･

kān）郷)はムシュ県設立と

ともにムシュ県へ，アフラト（Ah
̆

lāt
･

）郷はアディルジェヴァズ県へ，ゲヴァ

ル（Gevār），カルチカン（Kārçikān），ゲヴァシュ（Gevāş）の各郷はヴァン

（Vān）県へ，ビリジャン（Bilīcān），ブラヌク（Būlānuk
･

），ハンドゥルス

（H
̆

andırıs），フヌス（H
̆

ınūs）の各郷はフヌス県へ移動した*。ただし，ムシュ

県は，TTD 343の後，再度ビトリス県に併合されたため，ムシュとオフキャ

ンは TTD 343以降は再びビトリス県を構成する郷となった+。以上から，本

稿では，ギュゼルデレ，タティク，ケフェンディル，コルティク，チュクル，

タトヴァン，スヴィ，ボーナト，エモリク，フユト，ケゼンチの各郷に加えて，

再度ビトリス県に併合されたムシュ郷とオフキャン郷を考察の対象とする。
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) この読み方について，シンクレアは，1987年刊の著書ではエヴハカンとしたが

（Sinclair 1987 : 292），2003年の論文ではオフキャンに訂正した（Sinclair 2003）。
* 294 Numaral Hınıs Livāsı Mufassal Tahrīr Defteri (963/1556), Ankara, 2000.
+ ムシュとオフキャンの所属先は目紛しく変化した。ビトリス・アミールの不在

時，ムシュ県知事となったのはオスマン朝の官人や他のクルド系アミールの一族

であった。シェレフ・ハーン帰還後は，シェレフ・ハーンの息子，アフメト・ベ

イ Ah
･

med Beg がムシュ県知事に任命された（KK. d 233 : 197 ; KK. d 262 : 182）。
1584年にムシュ県はビトリス県に併合されたが（A. {DVNS. MHM. d 53 : no. 1; A.
{DVNS. MHM. d 53 : no. 5; A. {DVNS. MHM. d 53 : no. 19），1585年以降もアフメ
ト・ベイが依然としてムシュ県知事であった（A. {DVNS. MHM. d 60 : no. 245 ;
A. {DVNS. MHM. d 63 : no. 52 ; A. {DVNS. MHM. d 64 : no. 573）。その後，1591年
にシェレフ・ハーンがムシュ県知事となり，ムシュ県は再びビトリス県に併合さ

れたが（A. {RSK. d 1473 : 103），1593年にはビトリス県から離れ，オスマン朝の
官人に授与された（KK. d 253 : 63 ; A. {NŞT. d 1141 : 6; A. {NŞT. d 1140 : 8）。し
かし，1598年，シェレフ・ハーンの息子，シェムセッティン・ベイ Şemseddīn
Begがビトリス県知事の時にムシュ県は再度ビトリス県に併合された（DFE. RZ.
d 206 : 261-264）。



Ⅳ ビトリス県へのティマール制の導入

ビトリス県にティマール制が導入されたのは，ビトリス・アミール，シェム

セッティン・ベイがサファヴィー朝に亡命した後だと考えられる。シェムセッ

ティン・ベイが亡命したのは1535年であるが，この後，ビトリス県でおそらく

初めてとなる租税調査が行われた。この調査を受けて作成されたのが簡易帳

TT. d 189である。しかし，この簡易帳にはビトリス県全体の土地に関する記

録がなく，ディルリク額も記載されなかった。簡易帳 TT. d 189が不完全な帳

簿であったためか，再び調査が行われ，1540年に新しい簡易帳 TT. d 208が作

成された。TT. d 189の記録が不完全であった理由を『シャラフナーメ』から

推測することができる。

スルタン・ガーズィー（スレイマン一世）がビトリスの地をそこのハーキム

（アミール），シェムセッティン・ハーンから奪った時，彼はスルタンの怒

りへの恐怖からアジャムの地に去ったが，バーイキー（Bāyikī）族，ムト

ゥキー（Mūdkī）族，ゼイダニー（Zaydānī）族，ビルバスィー（Bilbāsī）族

は�年間オスマン朝の役人に服従しなかった。全てのクルドのアミールが，

スレイマン（一世）の指示により，カーフ山の悪魔のように，この集団を

攻撃するまで，彼らを従順にさせられなかった。スレイマン（一世）が，

ケフェンディル谷の人びととバーイキー族の地位をハゾ・ハーキム（ア

ミール），バハーエッティン・ベイ Bahāʼ al-Dīn Beg の調停により保証しな

いうちは，そしてシェイフ・アミール・ビルバスィー Shaykh Amīr Bilbāsī

の息子のイブラヒム・ベイとカスム・ベイ Qāsim Beg を慰安しないうち

は，力尽くでビトリスの地を征服するのは不可能であった-。

アミールがサファヴィー朝に亡命した後のビトリスでは，ロゼキー部族連合の
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- Šaraf : 360-361.



TT.d 189 保有
者数

農村・
メズラ
ア数

TT.d 208 保有
者数

農村・
メズラ
ア数

TTD 328 保有
者数

農村・
メズラ
ア数

TTD 343 保有
者数

農村・
メズラ
ア数

デ
ィ
ル
リ
ク

スルタン(H)

1 3

ハゾ関係者
(Z) 1 3

1 55 スルタン(H) 1 100 スルタン(H) 1 72 スルタン(H) 1 31

マフムーデ
ィー 一 族
(Z)

1 4

ヴァン州総督
(H)

1 4 ヴァン州総督
(H)

1 1

ヴァン州関係
者

ハッキャー
リ一族(Z) 2 6

カルチカン県
知事の兄弟
(T)

1 8

ヴァン州関係
者(Z)

デフテル・
ケトヒュダ
ー(Z)(T)

2 12 デフテル・
ケトヒュダ
ー

ビトリス県関
係者(T)

ビトリス県関
係者(T)

ビトリス県関
係者(T)

1 10

ティマール
・デフテル
ダール(Z)

1 0 ミュテフェ
ッリカ

3 10

ビトリス県関
係者(T)

ケトヒュダ
ー 1 1

イェニチェ
リ 1 2

アライ・ベ
イ 1 2

チャウシュ
1 3

ティマール
・テズキレ
ジ(T)

1 2 チャウシュ 2 6

アライ・ベ
イ 1 4

チェリ・バ
シュほか 3 5

チェリ・バ
シュ 1 2

書記
1

アゼバン・
アー(Z)

1 3 書記 1 1

1
書記

1 2
グルマン・
アー 1 2

チャウシュ
1 1

チャウシュ
(Z)(T) 2 5

ムスタファ
・パシャの
ベッヴァー
ブ(T)

1 1

ギョニュル
ル・ケトヒ
ュダー

1 3

ケトヒュダ
ー(T) 1 3

ビトリス県知
事(H) 1 11

ビトリス県知
事(H) 1 13

ビトリス県知
事(H) 1 3

ビトリス県知
事(H) 1 72

後のキウ県知
事(H)※ 1 8

カルチカン県
知事(H) 1 4

ムシュ県知事
(H) 1 9

他県知事 他県知事

ジェッマー
セ 県 知 事
(H)

1 10
テクマン県
知事(H) 1 6

テクマン県
知事(H) 1 7

アガキス県
知事 1 21

スィイルト
県知事(H) 1 14

アガキス県
知事(H) 1 1

クルド系ア
ミール(H)

クルド系ア
ミール

クルド系ア
ミール(H)

シルヴィー
県知事 1 12

ケサン県知
事(H) 1 13

バルギリー
県知事 1 1

ケサニー族
長 1 25

バルギリー
県知事(H) 1 2

コトゥル県
知事

表� ディルリク保有者とディルリクとして保有した農村・メズラア数
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21ケゼンチ郷
のジェベリ
ュ？

66コ ル ティ
ク・ケフェ
ンディル郷
のジェベリ
ュ

ロ ゼ キー 族
(T)

ロ ゼ キー 族
(T)

77フユト郷の
ジェベリュ

54ケフェンデ
ィルのクル
ド

35ケフェンデ
ィルのクル
ド

タ
サ
ッ
ル
フ

11ムトゥキー
族

21クルド

上記以外のテ
ィマール保有
者

59上記以外のテ
ィマール保有
者

7619上記以外のゼ
アーメト保有
者

123上記以外のゼ
アーメト保有
者

165上記以外のゼ
アーメト保有
者

21後のキウ県知
事(H)※

271196上記以外のテ
ィマール保有
者

223165上記以外のテ
ィマール保有
者

138

ムシュ県関係
者(T)

クルド系ア
ミール

21アライ・ベ
イ

31シルヴィー
県知事

ジェベリュ
(T)

131チェリ・バ
シュ

11ヒザン県知
事

31ハゾ県知事

チュクル郷
のジェベリ
ュ

32ジェベリュ
(T)

040ジェベリュ
(T)

ジェベリュ
(T)

33

21カシャギー族
（ロゼキー）

2431ムシュ郷の
ジェベリュ

1321

41上記以外のタ
サッルフ

1415オフキャン
郷のジェベ
リュ

515
（470）

232468
（458）

23728312511833

910ムトゥキー
族のジェベ
リュ

84ゼイダニー
族のジェベ
リュ

01バユンドゥ
リー族のジ
ェベリュ

21ボーナト郷
のジェベリ
ュ？

11タトヴァン
郷のジェベ
リュ



Ｈ：ハス

Ｚ：ゼアーメト

Ｔ：ティマール

TTD 328以降は�つの農村もしくはメズラアの税収が複数のディルリク保有者に分配される
ケースがあるため、ディルリク保有者を基本に農村やメズラアを数えた（例：Ａ村のディルリク

保有者が�名の場合、�名のディルリク保有者がそれぞれＡ村を保有する、つまり表ではＡ村が

�つあることになる）。表での農村・メズラア数の合計の後にある括弧内の数値が実際の農村も

しくはメズラアの数である（TTD328は458、TTD343は470）。
※ TT.d 189にはMeh

･

med Beg Menteşとしか記載がないが、この人物は1539年にはキウ県知事
となっていた（DFE. RZ. d 4 : 38, 107）。TT.d 189が作成された1538年から1529年の間にキウ県
知事に就任したのであろう。なお、シンクレアはこの人物をMeh

･

med Beg Minlişと誤読してい
る（Sinclair 2003 : 12）。

うち，バーイキー，ムトゥキー，ゼイダニーという古参の部族.に加えて，二

大集団の一つであるビルバスィー/による叛乱が�年も続き，他のクルド系ア

ミールの調停や鎮圧により事態が収拾される有様であった。部族による反乱が

1535年から�年ほど続き，かつ簡易帳 TT. d 189が1538年頃に作成されたこと

を考えあわせると，反乱が鎮圧された直後に租税調査が行われ，帳簿が作成さ

れたことは間違いない。しかしながら，以上のような状況では，租税調査を完

遂した上で正確な租税台帳を作成することは難しく，また調査結果に基づいて

実際にティマール制を施行するのも困難であっただろう。

以下においては，簡易帳に記された主要なディルリク保有者の記録から，ビトリ

ス県におけるティマール制の導入とその後の展開について見ていこう（表�参照）。

⑴ TT. d 189

ビトリス県に関する最初の租税台帳と考えられる簡易帳 TT. d 189は，調査

時のビトリス県の政治・社会状況の混乱を反映しているかのように不完全な帳

簿である。例えば，1540年に作成された簡易帳 TT. d 208と比べると，フユト

郷，エモリク郷，ケゼンチ郷の情報が記載されていない。記載のある郷につい

ても，ディルリクやワクフなど土地利用の種類が明記されていない農村やメズ

― 14 ―

375

. Šaraf : 362. ロゼキー部族連合は古参の0部族と二大集団に属する19部族から構
成されていた。バーイキー，ムトゥキー，ゼイダニーのいずれの部族も古参の部

族として登場する。

/ Šaraf : 362. 二大集団とは10部族を率いたビルバスィーと1部族を率いたカヴァ
リスィー（Qavālīsī）のことである。



ラアが多数見られ，その数は TT. d 189に記録されている324の農村やメズラ

アのうち，約半分にあたる157にも及ぶ。

TT. d 189にある324の農村とメズラアのうち，約�分の�にあたる103の農

村とメズラアがディルリク地と記録されている。ディルリク地は非ムスリムの

村に集中している。ディルリク保有者に目を移すと，保有するディルリク地が

最も多いのがスルタンの55であり，全ディルリク地のおよそ半分を占めた。以

下，ビトリス県知事の11, カルチカン県知事の兄弟と後のキウ県知事の2と続

く。この時期，ビトリス県のディルリク保有者のほとんどがビトリス・アミー

ルとは関係のない者であった。ビトリス・アミールの関係者はロゼキー部族連

合出身の3名であるが，彼らに割り当てられたディルリク地はわずか4村であ

った。

アミール亡命後のビトリス県において，ディルリク保有者のほとんどがビト

リス・アミールと関係のない者であったとはいえ，オスマン朝がビトリスに残

った部族と近隣のクルド系アミールに配慮したことを示す記録がある。アミー

ル不在で混乱したビトリス平定のために，オスマン朝が取った方策の一つがビ

トリスに留まった部族の懐柔であった。ビトリス・アミールが統率したロゼ

キー部族連合は24の部族から成り，古参の0部族と二大集団であるビルバス

ィーとカヴァリスィーの集団に属する19の部族に分かれていた。各部族には長

がいてアーと呼ばれたが，ビルバスィーとカヴァリスィーの集団を統率する

アーも存在した。オスマン朝は，ビトリス・アミール，シェムセッティン・ベ

イがサファヴィー朝に亡命した後，ビトリスの支配を，ロゼキー部族連合の有

力者であり，ビルバスィーのアー一族出身のイブラヒム・ベイに委任した。す

ぐにビトリスを直接支配下におくのではなく，ロゼキー部族連合の有力者を新

たな支配者とすることで，ビトリスに留まった部族の反感を押さえようとした

のであろう。イブラヒム・ベイはシェムセッティン・ベイの父であるシェレ

フ・ベイに仕えた人物であるが，シェレフ・ベイとオスマン朝の戦いの時，シ

ェレフ・ベイを見限りオスマン朝側に寝返っていた5。『シャラフナーメ』に
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5 Šaraf : 431.



よると，イブラヒム・ベイにはビトリスの領地からエモリク，フユト，ボーナ

ト，ケゼンチの各郷が与えられた6。TT. d 189の作成時にはイブラヒム・ベ

イはすでにビトリス県知事ではなかったが，TT. d 189には以前彼がボーナト

郷を保有したことが記載されている7。ただし，「イブラヒム・ベイに属する

ボーナト郷 nāh
･

iye-i Boġnād tābiʻ-i İbrāhīm Beg bn Şeyh
̆

Emīr」としか記載がない

ため，イブラヒム・ベイがどのような形でボーナト郷を保有したのかはっきり

しない。しかし，シェムセッティン・ベイ亡命後のビトリスの混乱を考えれば，

ボーナト郷が正式にディルリク地としてイブラヒム・ベイに授与された可能性

は低いだろう。

この他の懐柔策として，コルティク郷に属する�村の税収がディルソクとし

てケフェンディルのクルドたちに授与された8。『シャラフナーメ』には，

バーイキー族がケフェンディル郷に居住し，同郷と関わりのあったことが記さ

れている9。よって，ケフェンディルのクルドたちがバーイキー族を指してい

る可能性がある。この他，ムトゥキー族と出身部族の不明なクルドにディルリ

クが授与された。

原則として簡易帳にはディルリクに関わる情報のみが記されたが，TT. d

189にはディルリク地ではない農村やメズラアも記載された。農村やメズラア

の名前の上に「〜による占有（der-tas
･

arruf-ı 人名・部族名）」と記載されるケー

スである（表�ではタサッルフと表記）。これに関して，TT. d 189に具体的な法

的権利の性格は記されていない。ただし，ここで名前が挙がった人物や部族の

うち，シルヴィー，ハゾ，ヒザンの各県知事（全てクルド系アミール):について

は，元々ビトリス・アミールと支配領域を接していることもあり，ビトリス・
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6 Šaraf : 442-443.
7 TT. d 189 : 13. エモリク，フユト，ケゼンチの各郷は TT. d 189に記載がないた
め，『シャラフナーメ』の記述を確かめることはできない。ただし，エモリク郷に

ついては，1536年のディルリク発給簿に「（エモリク郷は）シェイフ・エミルの息

子，イブラヒム・ベイに属する（Şeyh
̆

Emīr oġlı İbrāhīm Begʼüñdür）」という記
述がある（DFE. RZ. d 2 : 775）。

8 TT. d 189 : 4.
9 Šaraf : 382.
: TT. d 189 : 3, 22, 26.



アミールがサファヴィー朝に亡命した後にビトリス県の一部の農村やメズラア

を占有し，その状態が TT. d 189に記録された可能性がある。しかしながら，

TT. d 189の後に作成された簡易帳 TT. d 208には，上述の農村やメズラアは

全てディルリク地として記録されたことから，ティマール制導入期における特

殊な状態だと考えられるだろう。

TT. d 189では，通常の徴税請負のためのムカーターに加えて，ジェベリュ

（cebelü）用ムカーターの記録もある。ジェベリュ用ムカーターとは，補助兵

であるために本来はディルリクを授与されないジェベリュに対し，荒廃した農

村やメズラアの推定税収の徴税権をディルリクの代わりに授与したものである。

ただし，ジェベリュ用ムカーターの収入源として指定された農村やメズラアは，

この後通常のディルリク地に移行していったため，TT. d 189での限定的な措

置と考えられる。ティマール制の施行には租税調査が前提となるが，荒廃地の

場合は税収を確定することができない。そこで荒廃した農村やメズラアの推定

税収をそれぞれ�つの収益単位（＝ムカーター）とし，その徴税権をジェベリ

ュに授与することで荒廃地の再開発を促した。そして再開発が進み，租税調査

が可能になった時点で，税収を確定し，ティマール制に切り替えたのであろう。

この推定税収の徴税権を授与されたジェベリュは遠征に従軍する義務を負った

が，複数のジェベリュが�つのムカーターを共同で保有した場合は交代で従軍

することになっていた。ジェベリュ用ムカーターを授与された者は21名いたが，

これ以外に，通常のディルリクを保有するジェベリュ;と部族のジェベリュが

存在した。部族のジェベリュとは，エステルキー（Esterkī）族とバユンドゥ

リー（Bāyındūrī）族のジェベリュのことであり，この�つの部族は一部の税を

免除される代わりに，各々遠征時に21名と0名のジェベリュを出す義務を負っ
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; 通常のディルリクを保有した�名のジェベリュは，リュステム・パシャの推薦

によりディルリクを授与された。『シャラフナーメ』によると，ビトリス・アミー

ル，シェレフ・ベイの側近であったデルヴィシュ・マフムト・ケレチリー

Darvīsh Mah
･

mūd Kalachīrīが，1533年のシェレフ・ベイの死後，リュステム・
パシャの妻（ミフリマー・スルタン）の教師となった。このため，中央との繋が

りを求めるクルド系アミールたちはデルヴィシュ・マフムト・ケレチリーを頼る

ようになり，その関係でリュステム・パシャもクルディスタンの正確な状況を把

握することができたのだという（Šaraf : 132）。



ていた<。

⑵ TT. d 208

ビトリス県全体の土地に関する記録がなく，ディルリク額も記載されない不

完全な簡易帳 TT. d 189の作成から�年後，ビトリス県では再び調査が行われ，

1540年に新しい簡易帳 TT. d 208が作成された。

TT. d 208に記録のある306の農村やメズラアのうち，283がディルリク地で

あり，TT. d 189が作成された�年前に比べて，ディルリク地が大幅に増加し

た。この時期，ビトリス県ではティマール制が順調に展開されていたのだろう。

TT. d 208には125名のディルリク保有者が記載されている（�つの税源からの

収入を複数名で保有する共同保有を含む）。ハスおよびゼアーメト保有者がそれぞ

れ0名ずつ，ティマール保有者が115名である。ティマール保有者のうち，1

割にあたる98名が平均1500アクチェという低額のティマールを割り当てられた

ジェベリュであった。

最も多くのディルリク地を保有したのがスルタンであり，そのハス地は全デ

ィルリク地の約�分の�にあたる100を数えた。これに，ロゼキー部族連合に

属したケサニー族長の25村，ビトリス県知事の13村，シルヴィー県知事（クル

ド系アミール）の12村が続く。

一族間でディルリクを移譲したケースも見られた。例えば，ロゼキー部族連

合に属するムトゥキー族のイブラヒム İbrāhīm のディルリクは息子のダウト

Dāvūdとシェムス Şemsに移譲された=。この他，ケフェンディルのクルドた

ちの例もある。ビトリスからディヤルバクルに向かう街道沿いのケフェンディ

ル谷のクルドたちは，デルベントを管理する者として，道の整備と治安に責任
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< TT. d 189 : 20. TT. d 208では，エステルキー族のジェベリュはアフラト郷でデ
ィルリクを授与された（TT. d 208 : 33-34）。『シャラフナーメ』によると，エス
テルキー族もロゼキー部族連合に属していた（Šaraf : 362）。しかし，ビトリス県
の明細帳 TT. d 413には，エステルキー族はハサンケイフ県からアフラト郷に移
住してきた部族であると記されている（TT. d 413 : 200）。よってエステルキー族
が当初からロゼキー部族連合に参加していたかについては疑問が残る。

= TT. d 189 : 22 ; TT. d 208 : 23.



を負っていた>。TT. d 189には，彼らがコルティク郷のリジュリク（Riclik），

ヒュルミュズ（Hürmüz），上メルクク（Merk
･

ūk
･

-ı ʻUlyā）の計�村の税収をディ

ルリクとして保有したことが記載されている?。TT. d 208では，上述の�村

に下メルクク（Merk
･

ūk
･

-ı Süflā）村を加えて，計@村の税収をデルベント管理

の代償にディルリクとして保有することが明記されたA。TT. d 189では共同

保有を含め0名のディルリク保有者がいたが，TT. d 208では@名がディルリ

クを共同で保有した。TT. d 208に記載のある@名の共同保有者のうち，�名

が TT. d 189からの継続，�名が父親からの相続である。このケフェンディル

のクルドたちが保有したディルリクはデルベント管理という条件で授与された

ため，彼らが遠征に従軍する必要はなかった。当初彼らがディルリクとして保

有した農村はコルティク郷に属していたが，この後ケフェンディル郷へと所属

先を変えた。ディルリク地の所属先がディルリク保有者の居住する郷に変わっ

た事例である。

TT. d 208ではジェベリュへのティマール授与が数多く確認できる。ジェベ

リュは補助兵であるため，本来ディルリクを授与されることはない。しかし，

TT. d 208では平均1500アクチェという少額のティマールを授与されたジェベ

リュが98名おり，ビトリス県の全ディルリク保有者の約2割に及んだ。TT. d

208ではジェベリュの名前の後に出身部族または郷が記されていて，ジェベリ

ュの帰属先が分かるようになっている。それによると，部族については，ムト

ゥキー族から10名，ゼイダニー族から@名，バユンドゥリー族から�名のジェ

ベリュが出されていた（ディルリク地については後述)B。郷については，チュク

ルから21名，ムシュから31名，オフキャンから15名，タトヴァンから�名，コ

ルティクとケフェンディルから4名，フユトから3名のジェベリュが出されて
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> デルベントとデルベント管理人については，Orhonlu 1990. ケフェンディル谷に
あった城塞や隊商宿についてはトゥンジェルの研究がある（Tuncer 1995）。

? TT. d 189 : 4.
A TT. d 208 : 52.
B TT. d 208 : 48-50. バユンドゥリー族のジェベリュには，部族から徴収される税
の一部がディルリクとして与えられた。



いた（ディルリク地は帰属先の郷）C。この他，所属先が不明のジェベリュD（デ

ィルリク地はケゼンチ郷とボーナト郷）が�名いた。スヴィ，タティク，エモリク，

ケゼンチ，ボーナトの各郷については，ジェベリュの供出が確認できない。た

だし，スヴィ郷の全村はシルヴィー県知事（クルド系アミール）の，タティク郷

の全村はロゼキー部族連合に属するケサニー族長のEハス地であった。そして，

エモリク郷とケゼンチ郷の全村もスルタンや所属先不明のジェベリュのディル

リク地であったF。つまり，スヴィ，タティク，エモリク，ケゼンチの各郷に

属する全ての村がディルリク地に指定されていたため，これらの郷からジェベ

リュが供出されなかったのは当然であろう。ボーナト郷については，スルタン

の他，ロゼキー部族連合に属したゼイダニー族とムトゥキー族のディルリク地

があり，この�部族は部族からジェベリュを出したために，郷からジェベリュ

を出さなかったのだろう。TT. d 208にはギュゼルデレ郷のジェベリュも記載

されたが，彼らにはディルリクは設定されていない。ギュゼルデレ郷のムスリ

ムの村は遠征時にジェベリュを出すという条件で税が免除されており，ビトリ

ス近郊での任務には12名，ビトリス外での任務には4名のジェベリュを出すこ

とが決まっていたG。

部族からジェベリュを出したのがムトゥキー族とゼイダニー族であるが，こ

の�つの部族出身者のディルリク地は全てボーナト郷にあった。明細帳 TT. d

413によると，ボーナト郷に属するムスリムの村のうち，1村がムトゥキー族，

1村がゼイダニー族，�村がフヤルティー族（H
̆

ıyārtiyān)H，�村がムトゥ

キー族とフヤルティー族の両方に属したI。TT. d 208に記載のあるムトゥ
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C TT. d 208 : 25-30, 34-47, 51, 53-54.
D TT. d 208 : 49, 51. ボーナト郷にディルリクを保有したジェベリュについては，
ロゼキー部族連合に属するゼイダニー族の村にディルリクを保有したため，ゼイ

ダニー族の出身と考えられる（TT. d 413 : 105）。
E TT. d 208 : 16.
F TT. d 208 : 7, 10.
G TT. d 208 : 52. 明細帳 TT. d 413 : 46にはギュゼルデレ郷のムスリムの村が免税
に至る経過が詳細に説明されている。

H フヤルティー族は，二大集団のうち，ビルバスィーに属する部族であった

（Šaraf : 362）。
I TT. d 413 : 103-109.



キー族とゼイダニー族のディルリク地は，TT. d 413に記載のある両部族の村

と一致する。以上から，ムトゥキー族とゼイダニー族がボーナト郷を本拠地と

しており，本拠地の村々をジェベリュのディルリク地としたことは間違いない

だろう。つまり，オスマン朝は部族の土地に関わる慣習をそのままティマール

制に組み込んだのである。

⑶ TT. d 413

明細帳 TT. d 413には350の農村とメズラアが記録されている。基本的に明

細帳にはディルリク保有者の名前は記載されないが，TT. d 413にはハス保有

者の名前が該当するハス地の箇所に載っている。TT. d 208と比べて，スルタ

ンのハス地は10村減少，ビトリス県知事のハス地は�村増加した。この他，

TT. d 208に記録のあるシルヴィー県知事（クルド系アミール）のハスは TT. d

413にはない。また，TT. d 208ではケサニー族長，ブダク・ベイはタティク郷

の全村をハス地として保有したが，TT. d 413ではこれらの農村（記録のない�

村を除く）を占有（der-tas
･

arruf-ı Būdāk
･

Beg, der-yed-i Būdāk
･

Beg）しており，所

有形態がディルリクでなくなったことが示されているJ。ただし，1554年に後

を継いだ息子のハサン・ベイがタティク郷に属する3村の税収をハスとして保

有したためK，少なくともタティク郷の3村は再びディルリク地に戻されたこ

とが分かる。

⑷ TTD 328

TT. d 208の作成から約30年をおいて，ビトリス県では再び調査が行われ，

1571年から1572年頃に新たな簡易帳 TTD 328が作成された。

TTD 328によると，ビトリス県にはディルリク地が458あり，30年前に比べ

て�割程増加した。この理由として考えられるのが荒廃地対策である。TTD

328に挿入されている1577年4月〜3月頃にヴァン州総督に発せられた勅令に
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J TT. d 413 : 47-54.
K MAD. d 17642 : 394-395.



は，ヴァン州の荒廃地や租税台帳に記載のない農村やメズラアの税収をディル

リクとして部族長たちに授与した結果，農村やメズラアが再開発されたことが

記されている。サファヴィー朝との長期に及ぶ戦いにより放棄され荒廃した農

村やメズラアを再開発するためにオスマン朝がとった方策は，荒廃地をディル

リク地に指定することであり，この方策はヴァン地方征服後のアナトリア南東

部で広く適用されたL。これにより，TT. d 208から TTD 328までの約30年の

間に，ディルリク地となる農村やメズラアの数は283から458に増加し，ディル

リク保有者も125名から237名に増えた。

TTD 328でのディルリク保有者の増加は，農村やメズラア数の増加だけが

原因ではない。TT. d 208までは，共同保有を除き，基本的に�名のディルリ

ク保有者が�つの農村やメズラアの税収を保有したが，TTD 328以降は�つ

の農村やメズラアの税収を複数名が保有するケースが増えた。つまり，ディル

リクの�単位である�つの農村もしくはメズラアからの税収を分割し，さらに

他の農村やメズラアの税収と組み合わせて複数のディルリク保有者に分配する

という，より複雑な分配方式を採るようになった。

TTD 328が作成された当時，ムシュ郷とオフキャン郷はビトリス県から独

立し，ムシュ県を構成する郷となっていた。TTD 328にはビトリスとムシュ

の両県で計237名のディルリク保有者が記録されている（�つの税源からの収入

を複数名で保有する共同保有を含む）。内訳は，ハス保有者が10名，ゼアーメト保

有者が11名，ティマール保有者が216名であった。ディルリク保有者について

は，スルタンの他，ヴァン州総督などヴァン州関係者が10名，ビトリス県知事

などビトリス県関係者が2名，ビトリス以外の県知事が@名，クルド系アミー

ルとその関係者が4名，ジェベリュが40名であった。これ以外にも，官職名や

所属先が明記されていないゼアーメト保有者�名とティマール保有者165名が

いた。

TTD 328ではヴァン州に派遣された官人やビトリス県以外の県知事などビ
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L A. {DVNS. MHM. d 1 : no. 199 ; A. {DVNS. MHM. d 3 : no. 1096 ; A. {DVNS.
MHM. d 7 : no. 1369 ; A. {DVNS. MHM. d 14 : no. 1589 ; A. {DVNS. MHM. d 21 :
no. 44.



トリス県に関わりのない者にもディルリクが授与された他，官職名や所属先の

不明なディルリク保有者が165名もいた。いずれも TTD 328より前に作成され

た簡易帳では見られなかった点である。さらに，TTD 328以前の簡易帳では

ビトリス県と支配領域を接するクルド系アミールのみがビトリス県でディルリ

クを保有したが，TTD 328ではビトリス県と支配領域を接しないクルド系ア

ミールとその関係者もディルリクを保有するようになった。ビトリス県と支配

領域を接したクルド系アミールのうち，シルヴィー県知事のディルリク地は

TTD 328では存在しない。ケサニー族長はケサン県知事となり，タティク郷

に集中していた彼のハス地はコルティク，タトヴァン，ギュゼルデレ，タティ

ク，ケゼンチ，チュクルの各郷に点在するようになったM。また，ハゾ県知事

の関係者がビトリス県でディルリクを保有したN。同じく，ビトリス県にハス

の一部を保有したバルギリー（Bārgīrī）県知事はハゾ県知事の兄弟であったO。

ビトリス県と支配領域を接しないクルド系アミールのうち，ビトリス県でディ

ルリクを保有したのは，ハッキャーリ県知事の一族出身者�名Pとマフムーデ

ィー県知事の一族出身者�名であるQ。

TT. d 208で98名いたジェベリュは，TTD 328では40名に減少した。TT. d

208においてジェベリュ用のディルリク地に指定された農村やメズラアの多く

は，TTD 328では通常のティマール保有者のディルリク地になった。

⑸ TTD 343

TTD 328の作成から20年を経ずに，再びビトリス県では調査が行われ，

1590年に簡易帳 TTD 343が作成された。

TTD 343によると，ビトリス県のディルリク地は470あり，TTD 328の458
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M TTD 328 : 56b.
N TTD 328 : 73b.簡易帳にはハゾ県知事との関わりが記されていないが，ディルリ
ク発給簿の記録からハゾ県知事の関係者であることが確認できる（DFE. RZ. d
36 : 849）。
O TTD 328 : 67a.
P TTD 328 : 12a, 13a.
Q TTD 328 : 12a.



と比べてそれほど変化はない。ディルリク保有者も232名と，TTD 328の237

名とほぼ変わらない（�つの税源からの収入を複数名で保有する共同保有を含む）。

内訳は，ハス保有者が3名，ゼアーメト保有者が26名，ティマール保有者が

199名である。ディルリク保有者については，スルタンの他，ヴァン州総督な

どヴァン州関係者が2名，ビトリス県知事などビトリス県関係者が�名，ビト

リス県以外の県知事が�名，クルド系アミールの一族出身者が�名，ジェベリ

ュが�名であった。これ以外に，官職名や所属先が明記されていないゼアーメ

ト保有者が19名，ティマール保有者が196名いた。

TTD 343ではスルタンのハスが大幅に減少した。これは，サファヴィー朝

に亡命していたビトリス・アミールの一族で，後に『シャラフナーメ』の著者

となるシェレフ・ハーンがビトリスに帰還したことによる。1578年，シェレ

フ・ハーンが帰郷し，43年ぶりにビトリスにアミールが存在することになった。

帰還後，ビトリス県知事に就任したシェレフ・ハーンのためにスルタンのハス

の一部が移譲された。エモリク郷の全村およびボーナト郷の10村からの税収，

そして全郷のジズヤ税収を除き，ビトリス県にあったスルタンのハスは，全て

シェレフ・ハーンに授与された。これによりビトリス県知事のハスの総額は同

時期のヴァン州総督のそれを上回ることになったR。県知事が州総督より多い

ハスを授与された非常に稀なケースである。

TTD 328ではビトリス県と支配領域を接するクルド系アミールに加えて，

ビトリス県と支配領域を接しないクルド系アミールとその関係者もビトリス県

でディルリクを保有したが，TTD 343ではビトリス県と支配領域を接しない

クルド系アミールの関係者のみがビトリス県でディルリクを保有した。これは

シェレフ・ハーンの帰還によるオスマン朝の政策の変化であろう。シェレフ・

ハーン不在時はアミールの影響力を抑えるために近隣のクルド系アミールにビ

トリス県でディルリクを授与したが，シェレフ・ハーンが帰還することにより

起こりうるアミール間での土地をめぐる争いを避けようと配慮した結果だと考

えられる。TTD 343によると，この時期，ビトリス県でディルリクを保有し

― 24 ―

365

R TTD 343 : 1b-3b.



たクルド系アミールの関係者とは，マフムーディー県知事の一族出身者である

バルギリー県知事Sとドゥンブリー・アミールの一族出身者であるコトゥル

（K
･

otūr）県知事Tであった。

TT. d 208で98名いたジェベリュは，TTD 328では40名，TTD 343では�名

に減少した。前述のように，TT. d 208においてジェベリュ用のディルリク地

に指定された農村やメズラアの多くは，TTD 328および TTD 343では通常の

ティマール保有者のディルリク地となった。

Ⅴ ビトリス県におけるティマール制の特徴

それでは@冊の簡易帳に記録された主要なディルリク保有者の事例から，ビ

トリス県におけるティマール制の特徴を整理していこう。

⑴ ディルリク地の分布

明細帳には都市や農村の担税者がムスリム・非ムスリム別に記載されている。

ビトリス県に関しても，明細帳 TT. d 413により，簡易帳でディルリク地に指

定された農村の担税者をムスリムと非ムスリムに分けることができる。ただし，

TT. d 413の後に作成された�冊の簡易帳 TTD 328と TTD 343での新出の村

については，TT. d 413より後に明細帳が作成されなかったために，担税者が

ムスリム・非ムスリムのいずれであるかを判断することは不可能である。ビト

リス県の明細帳と簡易帳の比較から，非ムスリムの村の税収が高額のディルリ

クであるハスに指定された一方，ムスリムの村の税収が少額のディルリクであ

るティマールとして分配される傾向があったことが分かる。非ムスリムの村の

税収がスルタンや県知事が保有するハスに指定された理由は，税収が多いとい
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S TTD 343 : 13a. バルギリー県知事については，これより前，1538年にオフキャ
ン郷でゼアーメトを保有した（DFE. RZ. d 4 : 107）。
T TTD 343 : 28a. ドゥンブリー族は元々アナトリア南東部に領地を持っていなか
った。オスマン朝への臣従後，ドゥンブリー・アミールにコトゥル県が授与され

たが，コトゥル県はサファヴィー朝を睨んだ辺境防衛のために創設された県であ

った。



う一般的な理由に加えて，ビトリス県ではムスリムの村に部族民が居住したた

め，従来の土地に関わる権利の仕組みを変えなかったということも考えられる。

例えば，ビトリスにおける部族の土地との関わりを『シャラフナーメ』の次の

一節から理解することができる。「ロゼキー族は一日でフユト郷に属するター

ブ（T
･

āb）の地に集まったクルドの24の部族によって成立した。（中略）ターブ

に集まった時，そこの土地を自分たちの間で細かく区分したU」。『シャラフ

ナーメ』によれば，フユト郷のターブ村はロゼキー部族連合発祥の重要な土地

であった。実際，明細帳 TT. d 413や他のオスマン朝の史料にも，フユト郷を

始めとするいくつかの郷のムスリムの村にビトリスの諸部族が居住していたこ

とが記されているV。そして，部族の者たちが自身が居住する郷でディルリク

を保有したことも，TT. d 208のジェベリュの事例から明らかになっている。

つまり，ビトリスの諸部族がムスリムの村の税収をディルリクとして保有した

という事情から，この権利関係の変更を避けるべく，部族を統率したアミール

のハスでさえも，ムスリムではなく，非ムスリムの村に存在したと考えること

ができるだろう。

⑵ スルタンとビトリス県知事（ビトリス・アミール）のハス

ビトリス県におけるスルタンのハス地は元々歴代のビトリス・アミールが保

有した土地であり，ビトリス・アミール，シェムセッティン・ベイがサファヴ

ィー朝に亡命した後にスルタンのハス地に設定された。1578年にビトリス・ア

ミールが帰還した際，エモリク郷の全村およびボーナト郷の10村からの税収，

そして全郷のジズヤ税収を除き，ビトリス県にあったスルタンのハスは，全て

ビトリス・アミールに移譲された。税収にするとスルタンのハスの約半分がビ

トリス・アミールに返還されたことになる。その後，スルタンのハスとして継

続された税収のうち，エモリク郷の税収と全郷のジズヤは徴税請負に出された

が，徴税請負人となったのは歴代のビトリス県知事であったW。一見すると，
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U Šaraf : 358.
V A. {DVNS. MHM. d 24 : no. 129 ; A. {DVNS. MHM. d 53 : no. 19.
W MAD. d 3776 : 140 ; MAD. d 7439 : 16-17, 20-21.



ビトリス県知事が亡命前の権利をほぼ取り戻したかのようだが，実際に獲得し

たのは徴税権に伴う手数料だけであり，税収が保証された訳ではない。オスマ

ン朝はビトリス・アミールが帰還した後，アミールをビトリス県知事に任命し，

亡命前に持っていた権利の一部を保証したが，同時に徴税請負という制度を通

じて，アミールの既得権を制限したといえる。

⑶ ビトリス以外のクルド系アミールのディルリク

ビトリス県でディルリクを保有したクルド系アミールのうち，早い段階から

ディルリクを保有したハゾ，シルヴィー，ケサンの各県知事は，いずれもビト

リス・アミールと支配領域を接するなど関係の深いアミールたちであった。そ

の後，近隣のアミールに加えて，ビトリス県と支配領域を接しないハッキャー

リとマフムーディーの各県知事およびドゥンブリー・アミールの一族がビトリ

スでディルリクを保有した。しかし，ビトリス・アミールが帰還すると，ビト

リス県と支配領域を接しないクルド系アミールの一族のみがビトリス県でディ

ルリクを保有するようになった。以上は，ビトリス・アミールをめぐるオスマ

ン朝の政策の変化を物語っている。ビトリス・アミールの不在時には，ビトリ

ス県に他のクルド系アミールのディルリクを設定することにより，ビトリス・

アミールの影響力の低下を狙った。しかし，ビトリス・アミールがサファヴ

ィー朝から帰還した後は，支配領域が隣接するために引き起こされるアミール

間での土地をめぐる争いを避けるために，近隣のクルド系アミールのディルリ

クを設定することはせず，ビトリス県と支配領域を接しないクルド系アミール

の一族のディルリクを設定したのであろうX。

⑷ ビトリスの諸部族のディルリク

ビトリス・アミールがサファヴィー朝に亡命した後，オスマン朝は，ビトリ
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X アミール帰還後のビトリス県で他のクルド系アミールのディルリク地が全くな

かったわけではない。例えば，1619年，マフムーディー・アミール，ゼイネル・

パシャ Zeynel Paşa のハスの一部はビトリス県にあった（DFE. RZ. d 381 :
730-731）。



スの政治的混乱を収拾するために，アミールが率いたロゼキー部族連合の有力

者イブラヒム・ベイをビトリス県知事に任命し，さらにビトリスに留まった部

族の者たちにディルリクを授与した。ムトゥキー，ゼイダニー，バーイキーと

いう古参の部族へのディルリク授与からは，オスマン朝が土地に関わる慣習に

配慮したことがうかがわれた。オスマン朝による征服前から，ビトリスで部族

の者たちに土地が割り当てられていたことを示す事例がある。1581年，ビトリ

ス・アミール，シェレフ・ハーンとともにビトリスに帰還したアフメト

Ah
･

med なる人物にタティク郷でゼアーメトが授与されたが，収入源として指

定された�村はアフメトの古くからのオジャク（ocak
･

）であったY。つまり，

アフメトの一族が上記�村の管理権を代々引き継いでおり，オスマン朝下でも，

その権利がゼアーメトとして継続保有されることになったのである。この事例

から，オスマン朝による征服以前から，ビトリスでは土地に関する権利が部族

の者たちに割り当てられており，オスマン朝征服以後はその権利がディルリク

として継続されたことが理解できる。ビトリスにおけるティマール制の導入は，

オスマン朝以前の土地に関わる慣習を踏襲して行われたのであった。

そして，TT. d 208で見られたように，ビトリス県では，ディルリク保有者

のもとで従軍する本来のジェベリュとは違い，郷または部族ごとにジェベリュ

と呼ばれる者がいて，彼らには少額のティマールが授与されていた。ここでの

ジェベリュとは，通例のティマール制における補助兵ではなく，ティマールを

保有する正規兵と見なされていた。ただし，保有したティマールが小額であっ

たことを考慮すると，立場的には正規のディルリク保有者に次ぐものであった

だろう。ビトリス・アミールのサファヴィー朝への亡命後に，アミールの配下

にあったにも関わらずビトリスに留まった部族の兵力に対して，正規のディル

リク保有者と区別する意味で，ジェベリュという言葉を用いたとも考えられる。

ただし，TT. d 208の後，ビトリス県でティマールを保有するジェベリュは急

激に減少していったため，ビトリスの部族出身者は徐々に正規のティマール保

有者に同化されていったと考えられる。
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ところで，部族の兵力をジェベリュとしてティマール制に統合するという政

策は，ビトリス県よりも前にアナトリア南東部で見られた事象である。例えば，

オスマン朝のディヤルバクル地方征服後，1524年に作成された明細帳 TT. d

64によると，アーミド県に属するクルド系諸部族は遠征時に一定数のジェベリ

ュを出すことになっており，ジェベリュにはディルリクが設定されたZ。この

ようにオスマン朝はティマール制を通じて部族の兵力を支配体制に組み込もう

としたのであった。

ビトリス県へのティマール制の導入に際して，オスマン朝がとった政策を次

のようにまとめることができる。ビトリス・アミールのサファヴィー朝への亡

命後，ビトリス県にティマール制を導入した際には，ビトリスに留まった部族

に配慮を示しつつ，ビトリス・アミールの影響力を低下させるようなディルリ

ク分配を行った。これはアミール不在で政治的に混乱していたビトリスの安定

と同時に，中央の主導による新たな秩序づくりを目的としていた。ビトリス・

アミールが帰還する頃にはすでにティマール制が定着していたが，その制度も

明細帳 TT. d 413の作成時期である16世紀半ばを境として内容が大きく変化し

たことが見て取れる。TT. d 413より前に作成された TT. d 189や TT. d 208で

はディルリク地とディルリク保有者の数は限られており，ディルリク保有者の

素性もほぼ特定できた。他方，TT. d 413より後に作成された TTD 328や

TTD343ではディルリク地とディルリク保有者のいずれも大幅に増加したため，

本来ビトリスと関係のない者にもディルリクを授与することが可能になった。

簡易帳を見る限り，アミール不在のビトリス県ではティマール制が順調に展開

されたのである。このため，ビトリス・アミールが帰還した後も，ティマール

制が施行されないヒュキューメト型の県となったにも関わらず，ビトリス県で

はティマール制が継続された。ビトリス県知事に就任したビトリス・アミール

にはヴァン州総督より多額のハスが授与され，県知事が州総督以上の収入を得
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Z TT. d 64 : 117-119, 120-124, 131. TT. d 64にはジェベリュの名は記されず，ジ
ェベリュの人数のみ記録されている。



るという異例の事態となった。しかしながら，この時にアミールに決定された

ハスも，亡命前のアミールの収入額に及ぶものではなかった。アミールの既得

権は巧妙に制限されたのである。ビトリス・アミールが亡命した後，オスマン

朝はティマール制を通じてビトリスの伝統的な政治・社会秩序を再編すること

を目指したが，それはほぼ成功したといえるだろう。

Ⅵ お わ り に

本稿では，ビトリス県へのティマール制の導入について，主要なディルリク

保有者の分析を中心に検討した。中央の主導により導入されたティマール制に

対して，ビトリスに帰還したアミール，シェレフ・ハーンはどのような反応を

示したのだろうか。次の事件から読み取ってみよう。1593年にヴァン州総督に

発せられた勅令によると，ビトリス県で空きがでたディルリクについて，シェ

レフ・ハーンが希望する者に授与されるよう勅令が出されていたが，これは法

に反するとして，慣例に従い，ヴァン州総督が授与し，シェレフ・ハーンに介

入させないよう決定がなされた[。さらに，1599年のヴァン州総督への勅令に

よると，シェレフ・ハーンが，自身の裁量（tez
¯
kire）により，権利のないクル

ドたちにディルリクを授与していたことが明らかになった\。そしてこの後，

1601年頃にシェレフ・ハーンは叛乱の廉で殺害されることとなる]。

オスマン朝は，一度はシェレフ・ハーンに自ら望む者にディルリクを授与す

ることを許可したが，その後，法に反するという口実でもって，それを禁じた。

この時期，一般に県知事はディルリク保有者を決める権限を有してはいなかっ

たが，上の勅令からは，シェレフ・ハーンに決定権が与えられていたことが分
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[ A. {DVNS. MHM. d 69 : no. 611.
\ KK. d 136 : 273.
] KK. d 70 : 370, 490 ; A. {DVN. MHM. d 935 : 8, 17. シンクレアは，アルメニア語
史料を基に，1599年から1601年にかけて，ジェラーリーの乱の影響下にビトリス

でも叛乱が起こり，その結果シェレフ・ハーンは殺害されたと説明した（Sinclair
2003 : 141）。オスマン朝側史料にはシェレフ・ハーン殺害後の状況が記されてい
るが，叛乱と殺害の経緯は記載されていない。



かる。ディルリク保有者を決める権限とは，有資格者であることを示すテズキ

レの発行権であり，本来，地方においては州総督だけに認められていた^。そ

して，このテズキレを取得して始めて，ディルリク保有者は勅許状の発行を申

請することができた。オスマン朝がシェレフ・ハーンにテズキレの発行を認め

たのは，ビトリスへの帰還を勧めた理由と同様に，16世紀末，度重なる東方遠

征に際して，サファヴィー朝と国境を接するヴァン地方の安定を望み，加えて

アミールが保有する軍事力を必要としたためと考えられる。

シェレフ・ハーンがディルリクを授与した相手とは，自身が統率した部族の

者たちと考えて間違いないだろう。アミールが亡命する前のビトリスでは，所

有形態は不明瞭であるが，土地に関わる権利が部族の者たちに割り当てられて

いた。そして，この権利を保証したのはおそらく歴代のアミールたちであった。

アミールがサファヴィー朝に亡命し，ビトリス県にティマール制が導入される

と，以前の土地に関わる権利は，ディルリクと呼ばれ，スルタンにより授与さ

れることとなった。それゆえ，帰郷したシェレフ・ハーンが，ビトリスにおけ

る自身の立場を確固たるものにしようとした時，歴代のアミールが保有した既

得権を回復することが重要となった。ティマール制下における既得権の回復と

は，シェレフ・ハーン自身がディルリク保有者を決める権限を持つことであっ

た。オスマン朝も一旦はシェレフ・ハーンの要求を認めたが，東方遠征が一段

落し，サファヴィー朝との和約が締結された1590年以降は，「法に反する」と

いう理由でシェレフ・ハーンの権限を制限し始めた。シェレフ・ハーンの時代

までに，ビトリス県でティマール制が定着していたにも関わらず，シェレフ・

ハーンの帰還により，地方統治の根幹に係るティマール制をめぐって中央と地

方（ビトリス）の間で攻防が始まったのである。そしてそれは，やがてシェレ

フ・ハーンの叛乱と殺害に結びついたと推測することもできよう。

本稿では，ビトリス県へのティマール制の導入をめぐるオスマン朝の政策に

ついて，主要なディルリク保有者の分析を中心に考察した。しかしながら，簡

易帳には少額のディルリクであるティマールや一部のゼアーメト保有者の素性

― 31 ―

358

^ DFE. RZ. d 156 : 467.



が記載されないという欠点がある。よって，本稿ではディルリク保有者の大多

数を占める少額のディルリク保有者については十分に分析が及ばなかった。こ

の点も併せ，この後，ビトリス県におけるティマール制がどのような変容を辿

ったのかについては稿を改めて論じることとしたい。
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died in battle against the Chinese army. 

The principal concern for Babujab had been the fate of Inner Mongolia after 

the fall of the Qing dynasty. Moreover, after the Kiakhta agreement was con­

cluded in 1915, the greatest problem for Babujab was how to deal with his Inner 

Mongolia soldiers. As he was becoming increasingly isolated, Babujab's approach 

towoards Japanese interest groups that were pressing for Japanese aid for his be­

half, was from the start an unreliable relationship. 

THE TIMAR POLICY OF THE OTTOMAN EMPIRE: 

ON THE INTRODUCTION OF THE TIMAR 

SYSTEM INTO BITLIS 

SAITO Kumiko 

This article examines the timar policy of the Ottoman Empire by using the 

case of southeastern Anatolia to clarify how the timar system was introduced and 

developed in outlying regions. 

The territories of the Kurdish amirs (chieftains), who had been ruling class of 

southeastern Anatolia and who were subjugated by the Ottoman Empire in the 

first half of the 16th century, were incorporated into the empire as administrative 

units, called sancak (sub-provinces). This article deals with the important Kurdish 

sancak of Bitlis. The introduction of the timar system into Bitlis took place in the 

mid 16th century after the amir of Bitlis had taken refuge with the Safavids. On 

this occasion the Ottomans adopted a policy that would lessen the influence of the 

amir while demonstrating consideration for those tribes that had been led by the 

amir but that remained in Bitlis. When ~eref Han, a grandson of the ~emseddin 

Bey who had taken refuge with the Safavids, returned to Bitlis in the late 16th 

century, he was named sancak beyi (governor) of Bitlis and was anomalously bes­

towed more has territory than the beylerbeyi (governor general) of Van. Never­

theless, the revenue of the has territories bestowed on ~eref Han were not as ex­

tensive as the revenue of the amir of Bitlis prior to his refuge. Thus the privilege 

that had been held by the sancak beyi of Bitlis was skillfully limited. After the amir 
of Bitlis took refuge with the Safavids, the Ottoman Empire aimed to reorganize 

the traditional political and social order of Bitlis through the timar system, and it 
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can be said that the policy was largely successful. 
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